
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点

非
ロ
マ
ン
主
義
者
に
し
て
ギ
リ
シ
ア
哲
学
へ
の
傾
倒
者
で
も
あ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
世
界
は
ひ
た
す

ら
に
迫
求
す
べ
き
理
想
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
近
代
的
意
義
を
め
ぐ
り
終
始
困
難
な
葛
藤
を
喚
ぶ
も
の
で
あ
り
続
け
た
。

『
精
神
現
象
学
』
(
-
八

0
七
年
）
の
構
成
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
そ
う
し
た
葛
藤
を
如
実
に
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
個
人

と
国
家
の
全
一
的
な
調
和
を
体
現
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
が
、
理
想
的
な
国
家
形
態
で
あ
る
か
の
よ
う
に
賛
美
さ
れ
る
。
し
か

し
同
時
に
、
新
た
に
主
題
化
さ
れ
始
め
た
歴
史
哲
学
の
叙
述
形
式
の
も
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
的
人
倫
と
い
う
理
想
に
は
、
「
没
落
せ
ざ
る

を
え
な
い
も
の
」
と
い
う
否
定
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
『
精
神
現
象
学
」
の
こ
う
し
た
構
成
が
、
当
初
ポ
リ
ス
を
範
と
し
て
構
想

さ
れ
て
き
た
イ
ェ
ー
ナ
時
代
前
期
の
国
家
論
の
破
綻
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
定
説
で
あ
る
。
ま
た
特
に
、
「
精
神
現
象
学
』

で
国
家
そ
の
も
の
が
も
は
や
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
精
神
の
発
展
史
の
一
形
態
と
し
て
そ
の
興
亡
の
み
が
叙
述
さ
れ

(l) 

る
に
と
ど
ま
っ
た
事
態
は
、
「
歴
史
哲
学
へ
の
〈
見
切
り
発
車
〉
」
と
も
解
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
「
歴
史
哲
学
へ
の
〈
見
切
り
発
車
〉
l

が
事
実
お
こ
な
わ
れ
た
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
は
、

序

阿

歴
史
哲
学
主
題
化
以
前
の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点

部

ヘ
ー
ゲ
ル
国
家

ふ

く

子
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論
の
根
本
動
機
を
め
ぐ
る
未
解
決
の
問
題
が
残
る
は
ず
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
見
定
め
る
理
想
の
性
質

(2) 

は
、
そ
の
実
践
的
回
復
の
可
能
性
を
積
極
的
に
追
求
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
『
精
神
現
象
学
』
以
前
の
イ
ェ
ー
ナ
期
国

、
、
、
、
、

家
論
に
顕
著
な
ギ
リ
シ
ア
志
向
の
根
本
的
な
意
図
と
は
、
そ
の
近
代
的
意
義
の
模
索
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
精
神
現

象
学
』
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
事
態
、
つ
ま
り
ポ
リ
ス
を
範
と
し
た
国
家
構
想
が
断
念
さ
れ
、
か
つ
代
替
案
未
提
出
の
ま
ま
に
歴
史
哲
学

へ
と
踏
み
出
し
た
と
い
う
事
態
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代
的
意
義
を
模
索
す
る
と
い
う
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
わ
ば
遡
及
的
な
考

究
の
途
絶
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
歴
史
哲
学
の
主
題
化
は
、
本
来
歴
史
的
文
脈
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
模
索
さ
れ
て
い
た
は

ず
の
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
が
も
つ
近
代
的
意
義
を
隠
蔽
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
認
識
の
下
、
そ
の
解
決
の
糸
口
を
最
終
的
に
、
『
精
神
現
象
学
』
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
『
精
神

(3) 

哲
学
草
稿
11
』
（
一
八

0
五
／

0
六
年
）
の
内
に
見
出
し
、
歴
史
哲
学
の
主
題
化
と
と
も
に
後
最
に
退
い
た
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理

の
意
義
を
探
り
あ
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
究
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
全
体
を
見
据
え
た
場
合
、
近
代
の
観
点
か
ら
ギ
リ
シ

ァ
世
界
を
消
極
的
に
相
対
化
し
が
ち
な
後
期
国
家
論
の
根
幹
に
、
当
の
ギ
リ
シ
ア
精
神
の
発
展
形
を
見
出
す
こ
と
に
も
繋
が
る
点
で
意

義
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

考
察
は
以
下
の
手
順
で
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
初
め
に
、
イ
ェ
ー
ナ
期
か
ら
二
つ
の
論
稿
『
自
然
法
の
学
問
的
な
取
り
扱
い
方
、
実
践

哲
学
に
お
け
る
そ
の
地
位
お
よ
び
実
定
法
学
に
対
す
る
そ
の
関
係
に
つ
い
て
』
(
-
八

0
二
年
、
以
下
『
自
然
法
論
文
』
と
略
記
）
と

『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
を
取
り
上
げ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
的
共

同
原
理
の
位
置
づ
け
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
（
第
一
節
）
。
次
に
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を
言
い
表
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
テ
ー

ゼ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
解
釈
に
迫
り
、
そ
こ
に
ギ
リ
シ
ア
的
境
位

(
E
l
e
m
e
n
t
)

と
近
代
的
境
位
の
接
点
を
見
出
す
（
第
二
節
）
。
そ
し
て

こ
れ
を
踏
ま
え
て
最
後
に
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
意
義
が
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
に
お
い
て
こ
そ
理
解
さ
れ
、
歴
史
哲
学
の
主
題
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ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
性
を
言
い
表
し
た
原
理
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
理
解
し
て
い
る
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
政
治
学
』
に
言
う
、

「
ポ
リ
ス
は
本
性
上
諸
個
人
に
先
立
つ
」
あ
る
い
は
「
全
体
は
部
分
に
先
立
つ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
便
宜
上

(4) 

こ
の
引
用
を
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
」
と
略
称
す
る
）
。
イ
ェ
ー
ナ
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
を
『
自
然

法
論
文
』
と
『
精
神
哲
学
草
稿
Il
』
の
中
で
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
以
下
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
論
稿
の
場
合
も
こ
の
テ
ー

ゼ
は
、
構
想
途
上
の
イ
ェ
ー
ナ
期
国
家
論
の
根
本
原
理
を
裏
付
け
る
た
め
に
援
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
精
神
現
象
学
』
成
立
以
前

の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
が
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
援
用

は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。

以
下
で
は
『
自
然
法
論
文
』
と
『
精
神
哲
学
草
稿
Il
』
の
国
家
論
に
照
準
を
合
わ
せ
、
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
を
め
ぐ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴

史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
の
発
展
を
概
観
し
て
い
く
。
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
場
合
に
そ
こ
に
見

て
と
れ
る
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
位
置
づ
け
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
『
自
然
法
論
文
』
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
、
お
よ
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
『
自
然
法
論
文
』
の
主
題
は
、
そ
の
正
式
名
称
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
の
近
代
自
然
法
論
に
対
す
る
批

判
、
ひ
い
て
は
古
典
政
治
学
を
範
と
し
た
自
然
法
論
の
再
栂
築
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
論
敵
と
す
る
自
然
法
論
者
と
は
主
と
し
て
ホ
ッ

プ
ズ
と
フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
論
が
批
判
対
象
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
根
本
動
機
に
関
わ
る
明
確
な
理

第
一
節

化
の
も
と
で
は
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
を
検
討
す
る
（
第
三
節
）
。

歴
史
認
識
の
転
回
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
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(5) 

由
が
あ
る
。
『
ド
イ
ツ
憲
法
論
』
で
直
接
的
か
つ
具
体
的
な
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
身
の
国
家
論
を
構
想
す

る
に
さ
い
し
て
そ
の
最
大
の
動
機
と
し
て
い
た
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
の
啓
蒙
絶
対
主
義
を
旗
手
と
し
た
近
代
国
家

論
へ
の
反
論
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
判
の
論
点
は
、
そ
れ
ら
従
来
の
近
代
国
家
論
が
、
最
高
国
家
権
力
か
ら
国
民
へ
の
一
方
向
的
な

権
力
行
使
に
よ
る
国
民
国
家
の
理
念
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
、
権
威
主
義
国
家
思
想
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

『
自
然
法
論
文
』
の
よ
り
普
遍
化
さ
れ
た
視
野
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
近
代
国
家
論
の
難
点
の
所
在
は
、
社
会
契
約
と
い
う
方
法
論

を
用
い
て
個
人
ー
国
家
関
係
の
正
当
化
根
拠
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
近
代
自
然
法
論
に
あ
る
。
契
約
論
の
発
想
で
は
、
前
国
家
的
な
自

然
状
態
が
一
定
の
理
由
で
個
人
に
諸
悪
を
も
た
ら
す
も
の
と
見
な
さ
れ
、
自
然
法
に
も
と
づ
い
た
国
家
・
社
会
状
態
へ
の
移
行
の
必
然

性
の
根
拠
と
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
方
で
は
、
こ
の
場
合
国
家
は
、
一
旦
そ
の
不
在
状
態
が
仮
定
さ
れ
た
後
に
、
個
人
に
と
っ
て
は
否

定
的
11
消
栃
的

(
n
e
g
a
t
i
v
)

な
仕
方
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
直
接
前
提
と
し
て
そ
の
存
立
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
改
め
て
定
義
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
自
然
法
と
は
「
人
倫
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
に
関
わ
る

す
べ
て
の
物
事
を
動
か
す
も
の
と
直
接
に
関
係
す
る
」

(GW.
4
,
4
1
9
)

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
が
現
実
的
に
は
関
わ
ら
な
い

前
国
家
的
状
態
が
考
慮
さ
れ
る
余
地
は
な
く
、
自
然
法
論
は
人
間
が
「
国
民

(
V
o
l
k
)
」
（

G
W
.
4
,
4
4
9
)

で
あ
る
と
い
う
現
実
的
な
境

位
を
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
然
法
理
解
に
お
い
て
、
従
来
の
近
代
国
家

論
が
前
国
家
的
状
態
に
あ
る
個
人
の
自
由
意
志
を
原
理
と
し
た
の
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
す
で
に
国
家
的
な
状
態
に
あ
る
個
人
と
国
家

の
関
係
を
原
理
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
近
代
国
家
論
が
国
家
と
個
人
の
相
互
に
否
定
的
な
対
立
関
係
を
前

提
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
と
個
人
の
、
厳
密
に
は
国
家
と
国
民
の
包
摂
ー
被
包
摂
に
よ
る
、
相
互
に
肯
定
的
な

(
p
o
s
i
t
i
v
)

関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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(6) 

ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
う
し
た
自
然
法
理
解
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
自
然
法
論
文
』
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

テ
ー
ゼ
は
、
国
家
と
個
人
の
そ
の
よ
う
な
肯
定
的
関
係
を
前
提
原
理
に
据
え
よ
う
と
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
国
民
国
家
理
念
を
正
当
化

す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
援
用
さ
れ
る
。

「
肯
定
的
な
も
の
（
d
器

P
o
s
i
t
i
v
e
)

は
本
性
上
否
定
的
な
も
の

(
d
a
s
N
e
g
a
t
i
v
e
)

に
先
立
つ
。
あ
る
い
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
言
う
よ
う
に
、
国
民

(
V
o
l
k
)

は
本
性
上
個
人
に
先
立
つ
。
と
い
う
の
も
、
個
人
は
孤
立
化
さ
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
何
ら
自

立
的
な
も
の

(
S
e
l
b
s
t
a
n
d
i
g
e
s
)

で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
そ
う
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
個
人
は
全
体
と

の
ひ
と
つ
の
統
一

(
E
i
n
e
E
i
n
h
e
i
t
)

の
中
で
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
共
同
的
に
存
在
で
き
な
い
者
、

あ
る
い
は
自
立
性

(
S
e
l
b
s
t
a
n
d
i
g
k
e
i
t
)

に
も
と
づ
い
て
何
も
必
要
と
し
な
い
者
は
、
固
民
の
部
分
で
は
な
い
、
ゆ
え
に
獣
か

神
で
あ
る
」

(
G
W
.
4
,
4
6
7
,
4
6
8
)
。

こ
の
よ
う
に
『
自
然
法
論
文
』
の
立
場
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を
自
身
の
国
家
論
の
内
に
直
接
受
容
す
る
こ
と
で
、
現
存
の
国

家
的
状
態
の
意
義
を
説
き
、
個
別
性
の
優
位
を
前
提
と
す
る
従
来
の
近
代
国
家
論
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
歴
史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
な
ら
ば
、
『
自
然
法
論
文
』
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

〈
近
代
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ア
の
優
位
〉
と
い
う
観
点
に
も
と
づ
い
て
、
近
代
国
家
論
の
系
譜
と
は
逆
に
、
個
人
が
国
民
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
国
家
論
を
構
想
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
「
精
神
哲
学
草
稿
II
』
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
、
お
よ
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
よ
う
。

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
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結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
『
精
神
哲
学
草
稿
ll
』
の
国
家
論
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ギ
リ
シ
ア
観
と
近
代
観
は
逆
転
す
る
。
つ
ま
り
、
『
自
然

法
論
文
』
の
国
家
論
が
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
に
定
位
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
精
神
哲
学
草
稿
ll
』
の
国
家
論
は
近
代
固

有
の
「
絶
対
的
個
別
性
の
原
理
」

(
G
W
.
8
,
 2
6
3
R
.
)

に
定
位
し
た
も
の
と
な
る
。

ギ
リ
シ
ア
観
と
近
代
観
の
転
回
は
、
次
の
文
面
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
近
代
の
君
主
制
統
治
に
関
す
る
考
察
を

踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
こ
う
し
た
こ
と
[
近
代
的
統
治
の
あ
り
か
た
]
は
ヽ
古
代
人
た
ち
ヽ
そ
し
て
プ
ラ
ト
ン
も
知
ら
な
か
つ
た
近
代
の
よ
り
高
次
の

、
、
、

原
理
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、
美
し
き
公
共
生
活
は
万
人
の
習
俗

(
S
i
t
t
e
)

で
あ
っ
た
0

[
古
代
の
公
共
生
活
は
]
美
で
あ

り
、
普
遍
的
な
も
の
と
個
別
的
な
も
の
と
の
無
媒
介
的
な
統
一
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
い
か
な
る
部
分
も
全
体
か
ら
孤
立
化

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
お
の
れ
を
知
る
自
己
と
そ
の
表
現
と
の
こ
う
し
た
天
才
的
統
一

(
g
e
n
i
a
l
i
s
c
h
e
E
i
n
h
e
i
t
)
 
[
で
あ
る
]
ょ

う
な
一
個
の
芸
術
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
個
別
性
が
〈
自
己
自
身
を
絶
対
的
に
知
る
こ
と
〉
、
す
な
わ
ち
こ
う
し

た
〈
絶
対
的
に
自
分
の
内
に
あ
る
こ
と
〉
は
現
前
し
て
い
な
か
っ
た
」

(
G
W
.
8
,
2
6
3
)

。

こ
こ
で
は
ポ
リ
ス
が
「
天
才
的
統
一
」
と
称
揚
さ
れ
て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
よ
う
な
表
現
に
見
て
と
る
べ
き
は
、
ギ
リ
シ
ア
的

共
同
原
理
が
も
は
や
近
代
国
家
に
現
実
的
に
適
合
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
消
極
的
な
見
地
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身

の
国
家
論
の
中
で
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
限
界
設
定
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
時
に
、
近
代
の
個
人
主
義
的
傾
向
が
ギ
リ
シ

ア
的
共
同
性
よ
り
も
高
次
の
精
神
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
肯
定
的
に
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
面
に
は
要
す
る
に
、
〈
近
代
に
対

す
る
ギ
リ
シ
ア
の
優
位
〉
か
ら
〈
ギ
リ
シ
ア
に
対
す
る
近
代
の
優
位
〉
と
い
う
歴
史
認
識
の
転
回
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
の
国
家
論
は
、
こ
の
よ
う
な
明
白
な
歴
史
認
識
の
転
回
に
単
純
に
追
随
し
た
か
た
ち
で
再
構
成

さ
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
歴
史
認
識
の
転
回
に
と
も
な
い
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
定
位
す
る
原
理
が
ギ
リ
シ
ア
か
ら
近
代
へ
と
転
換

を
迫
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
理
論
的
価
値
を
支
持
し
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
立
場
が
完
全
に
撤
回
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
こ
の
草
稿
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
国
家
論
の
関
係
は
、
奇
妙
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
問
題
の
所
在
は
、
次
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
援
用
の
仕
方
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
そ
れ
孟
曰
遍
意
志
]
は
‘
諸
個
人
の
意
志
か
ら
は
じ
め
て
普
還
意
志
と
し
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
諸

、
、
、
、
、

個
人
の
意
志
が
原
理
と
境
位
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
反
対
に
、
普
遍
意
志
こ
そ
が
第
一
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
で
あ
る
。

そ
し
て
、
諸
個
人
は
自
己
否
定
1

譲
渡
や
教
養
形
成
ー
を
通
じ
て
、
自
己
を
普
遍
的
な
も
の
へ
と
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
普
遍
意
志
は
諸
個
人
に
先
立
つ
」

(GW.
8
,
2
5
7
)
。

こ
の
箇
所
に
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
全
体
は
本
性
上
諸
部
分
に
先
立
つ
」

(GW.
8
,
 2
5
7
R
.
)

と
い
う
欄
外
註
が
付
さ
れ
る
。
こ
の

引
用
の
含
意
に
関
す
る
考
察
は
次
節
に
ゆ
ず
る
が
、
さ
し
あ
た
り
次
の
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
こ
で
、

個
人
ー
国
家
関
係
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
個
別
意
志
が
お
こ
な
う
普
遍
意
志
へ
の
自
己
陶
冶
と
い
う
、
契
約
論
的
な
、
ゆ
え
に
近
代

的
な
境
位
に
即
し
た
方
法
を
導
入
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
構
想
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
性
を

言
い
表
す
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
が
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
位
置
づ
け
の
特
異
性
を
、
次
の
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
浮
き
彫
り
に
し
て
お
き
た
い
。
『
自
然
法
論
文
』
と
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
と
の
間
で
、
国
家
論
の
定
位
す
べ
き
歴
史
的
境
位
が
ギ

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点
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ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
援
用
は
、
し
ば
し
ば
論
議
の
的
と
な
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
論
で
は
テ
ー

ゼ
の
引
用
が
な
さ
れ
る
三
つ
の
典
拠
ー
す
な
わ
ち
『
自
然
法
論
文
』
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
、
『
哲
学
史
講
義
』
ー
が
多
く
の
場
合

に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
テ
キ
ス
ト
で
援
用
さ
れ
る
テ
ー
ゼ
の
含
意
の
比
較
検
討
が
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
な

(7) 

い
。
し
か
し
そ
れ
な
く
し
て
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
位
置
づ
け
の
特
異
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
節
で
は
こ
の
比
較
検
討
を
主
題
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
自
然
法
論
文
』
と
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
含
意
に
明
確
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
き
た
い
。
含
意
の
転
換
に
込
め
ら
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
図
を

探
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
の
読
解
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
実
践
的
回
復
で
も
歴
史
的
枠
組
み
内
で
の
位
置
づ
け
で
も
な
く
、
そ
の

近
代
的
意
義
を
模
索
す
る
と
い
う
、

r
梢
神
哲
学
草
稿

II
』
に
特
有
の
試
み
を
照
射
す
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
前
節
に
引
用
し
た
一
＿
つ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
に
改
め
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

ま
ず
、
―
―
つ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
に
共
通
の
解
釈
と
し
て
あ
る
の
は
、
国
家
的
共
同
体
の
「
自
足
性
」
な
い
し
「
自
立
性
」

で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
政
治
学
』
第
一
巻
第
二
章
に
説
か
れ
る
国
家
原
理
に
直
接
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
周
知

第
二
節

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
原
理
の
交
叉

リ
シ
ア
か
ら
近
代
へ
と
転
回
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
の
論
稿
の
内
で
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー

ゼ
が
な
お
も
国
家
論
の
支
柱
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

次
節
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
位
置
づ
け
の
こ
う
し
た
特
異
性
に
潜
む
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
真
意
を
見
極
め
る
こ
と

に
し
よ
う
。
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(8) 

の
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
多
様
な
「
自
然
」
概
念
の
内
に
は
、
「
自
足
的
に
存
在
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
と
り
わ
け

『
政
治
学
』
で
は
、
自
足
的
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
最
善
の
共
同
体
は
ポ
リ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
、
他
方
で
諸
個
人
は
ポ
リ
ス
を
離
れ

て
自
足
可
能
な
存
在
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
の
も
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ポ
リ
ス
が
そ
れ
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ

(9) 

る
要
素
よ
り
も
条
件
的
に
先
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
を
援
用
す
る
さ
い
に
、
『
政
治
学
』
に
準
拠
し
て
「
本
性
上

(
N
a
t
u
r
n
a
c
h
)
」
と
い
う
条

件
を
必
ず
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
先
に
引
用
し
た
『
自
然
法
論
文
』
の
記
述
に
直
接
窺
え
る
共
同
体
の
「
自
立
性

(
S
e
l
b
s
t
a
n
d
i
g
k
e
i
t
)
」
へ
の
言
及
、
ま
た
『
精
神
哲
学
草
稿
ll
』
の
次
の
記
述
、
す
な
わ
ち
「
共
同
体
は
自
分
自
身
を
支
え
る
不
滅

の
身
体
で
あ
る
。
…
…
共
同
体
は
、
自
己
の
内
で
完
結
し
自
己
を
保
持
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
」

(
G
W
.
8
,
2
6
4
)

と
い
う
記
述
を
合

わ
せ
て
参
照
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
援
用
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
内
に
、
国
家
の
自
足
性
な
い
し
自
立
性
が
理
解
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
明
白
と
な
る
。

他
方
、
本
稿
で
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
論
点
が
、
二
つ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
解
釈
の
相
違
点
で
あ
る
。
二
つ
の
引
用
箇

所
を
一
瞥
す
れ
ば
直
ち
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
を
援
用
す
る
さ
い
に
、
原
典
か
ら
の
引
用
と
、

原
典
の
記
述
を
変
容
さ
せ
た
独
自
の
テ
ー
ゼ
を
併
せ
て
提
示
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
独
自
の
変
容
に
相
当
す
る
の
は
、
「
肯
定

的
な
も
の
は
本
性
上
否
定
的
な
も
の
に
先
立
つ
」

(
G
W
.
4
.
4
6
7
)
、
お
よ
び
「
普
遍
意
志
は
諸
個
人
に
先
立
つ
」

(
G
W
.
8
,
2
5
7
)

と
い

う
記
述
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
解
釈
の
転
換
は
、
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
を
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
で

明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
相
違
を
決
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ

る
契
約
論
批
判
の
内
実
で
あ
る
。

『
自
然
法
論
文
』
、
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
は
、
契
約
論
批
判
の
論
拠
と
し
て
援
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用
さ
れ
る
。
確
か
に
こ
の
点
で
は
二
つ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
に
違
い
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
で
と
ら
れ

る
〈
ギ
リ
シ
ア
に
対
す
る
近
代
の
優
位
〉
と
い
う
立
場
は
、
契
約
論
批
判
の
手
段
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
性
質
に
変
換
を

迫
る
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を
、
『
自
然
法
論
文
』
に
お
け
る
よ
う
に
個
人
の
自
由
意
志
を
度
外
視
し
た

と
こ
ろ
で
高
唱
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
自
由
意
志
を
基
準
と
す
る
近
代
国
家
の
原
理
を
引
き
受
け
た
上
で
な
お
そ
の
意

義
を
問
お
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
は
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
『
自
然
法
論
文
』
の
国
家
論
の
特
徴
は
、
原
理
的
に
も
現
実
的
に
も
前
提
さ
れ
る
国
家
と
い
う
全
体
的
存

在
と
、
こ
の
全
体
の
成
員
と
し
て
の
個
人
と
が
な
す
〈
包
摂
ー
被
包
摂
関
係
〉
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
一
方
で
、
意
識
な
い
し
意
志
と

し
て
の
個
人
と
国
家
的
普
遍
と
の
関
係
如
何
が
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
肯
定
的
な
も
の
は
本
性
上
否
定
的
な
も

の
に
先
立
つ
」
と
い
う
『
自
然
法
論
文
』
の
テ
ー
ゼ
に
は
、
個
人
ー
国
家
関
係
の
正
当
化
根
拠
を
考
え
る
上
で
、
個
人
の
側
の
主
体
的

な
運
動
を
度
外
視
し
た
い
わ
ば
図
式
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
近
代
自

然
法
論
な
い
し
契
約
論
批
判
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
個
人
の
自
由
意
志
を
前
提
と
す
る
立
場
へ
の
決
定
的
な
反
論
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ

他
方
、
「
普
遍
意
志
は
諸
個
人
に
先
立
つ
」
と
い
う
『
精
神
哲
学
草
稿
ll
』
の
テ
ー
ゼ
の
内
に
は
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
試
み
が
あ

(10) 

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
抽
象
的
個
人
の
自
由
意
志
を
想
定
し
て
い
な
い
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
、
個
人
の
自
由
意
志
を
起
点
と
し

て
普
遍
意
志
へ
の
生
成
過
程
を
説
く
契
約
論
的
な
方
法
と
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

で
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
の
意
志
の
原
理
を
統
合
さ
せ
る
こ
と
で
展
開
さ
れ
る
契
約
論
批
判
の
ね
ら
い
と
は
何
か
。
ヘ
ー

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
契
約
論
で
説
か
れ
る
普
遍
意
志
は
、
「
各
人
が
暗
黙
の
う
ち
に
：
・
・
・
・
合
意
し
た
と
仮
定
さ
れ
る
原
初
的
契
約
に
も
と

、
、
、
、
、
、

づ
い
て
い
る
」

(GW.
8
,
2
5
7
)

た
め
、
「
現
実
的
な
個
人
」

(
e
b
d
.
)

に
と
っ
て
は
「
他
な
る
も
の
」

(
e
b
d
.
)

で
あ
る
。
ま
た
諸
個
人
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は
確
か
に
、
原
初
的
契
約
に
よ
り
成
立
し
た
普
遍
意
志
を
亨
受
し
は
す
る
が
、
「
多
数
者
の
積
極
的
な
個
別
性
は
、
そ
れ
が
ま
だ
疎
外

化
（
譲
渡
）
さ
れ
た
個
別
性
で
は
な
い
た
め
、
：
・
・
・
・
普
遍
的
な
も
の
に
と
っ
て
は
偶
然
性
で
あ
る
」

(
e
b
d
.
)
。
こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ

ル
は
、
前
国
家
的
状
態
を
仮
定
し
た
上
で
個
人
の
自
由
意
志
か
ら
生
起
す
る
と
さ
れ
る
普
逼
意
志
を
否
認
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
う
し
た

意
味
で
の
普
遍
意
志
は
、
現
実
的
意
志
と
し
て
の
個
人
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
点
に
、
普
逼

意
志
と
諸
個
人
と
の
関
係
性
の
薄
弱
さ
を
看
破
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
に
対
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
再
定
義
す
る
普
遍
意
志
と
は
、
「
諸
個
人
に
対
し
て
絶
対
的
に
定
在
す
る

(
a
b
s
o
l
u
t
d
a
s
e
i
n
)
」
（
e
b
d
.
)

も
の
で
あ
る
。
敷
術
し
て
言
う
な
ら
ば
、
普
遍
意
志
と
は
、
前
国
家
的
状
態
に
お
け
る
原
初
的
契
約
か
ら
生
起
す
る
の
で
は
な
く
、

「
国
民
会
議
」

(GW.8
,
2
6
3
)

と
い
っ
た
個
人
の
現
実
的
な
自
己
疎
外
1
1
譲
渡

(
E
n
t
a
u
B
e
r
u
n
g
)

の
場
か
ら
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
個
人
の
自
由
意
志
に
と
っ
て
普
遍
意
志
と
は
、
現
実
的
に
そ
の
由
来
を
自
覚
し
享
受
し
う
る
も
の
、
ま
た
そ
れ
に
向
か
っ

て
自
己
を
教
養
形
成
す
る
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
、
つ
ね
に
す
で
に
自
己
に
先
立
っ
て
現
前
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
自
然
法
論
文
』
に
お
い
て
も
確
か
に
、
個
人
に
「
先
立
つ
」
普
遍
の
存
在
が
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
個
人
の
自
由
意

志
に
内
在
す
る
普
遍
意
志
へ
の
積
極
的
な
動
機
づ
け
が
度
外
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
補
完
す
る
べ
く
、
『
精
神
哲
学
草
稿
Il
』
で

は
、
個
か
ら
普
遍
へ
と
い
う
意
志
の
目
的
論
的
な
方
向
付
け
を
正
当
化
す
る
原
理
と
し
て
、
〈
現
実
に
す
で
に
存
在
し
て
い
て
個
人
が

(11) 

志
向
す
る
ぺ
き
も
の
〉
と
い
う
意
味
で
、
「
先
立
つ
」
普
遍
の
存
在
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
「
肯
定
的
な
も
の
は
本
性
上
否
定
的
な
も
の
に
先
立
つ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
、
「
普
遍
意
志
は
諸
個
人
に
先
立
つ
」
と
い

う
テ
ー
ゼ
の
間
に
存
す
る
相
違
は
、
先
行
す
る
普
遍
の
あ
り
方
に
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
、
普
遍
は
単
に
個
人
の
存
立
条
件
と
し
て
先

行
す
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
、
同
時
に
個
人
の
意
志
の
目
的
と
し
て
先
行
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
解
釈
に
は
次
の
二
つ
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点
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つ
に
は
、
両
論
稿
に
共
通
の
解
釈
、
つ
ま
り
国
家
的
共
同
体
の
自
足
性
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治

学
本
来
の
意
味
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
―
つ
に
は
、
『
精
神
哲
学
草
稿
Il
』
で
新
た
に
示
さ
れ
た
解
釈
、
つ
ま
り
個

別
的
自
由
意
志
か
ら
普
還
意
志
へ
の
教
獲
形
成
を
目
的
論
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
学
を
近
代

固
有
の
意
志
な
い
し
意
識
の
原
理
に
応
用
さ
せ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
本
稿
の
主
題
に
立
ち
戻
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
哲
学
の
主
題
化
に
よ
っ
て
後
退
し
た
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
意
義

と
は
何
か
。
こ
れ
は
以
上
に
見
て
き
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
解
釈
の
転
換
を
踏
ま
え
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
繰
り
返
す
が
、

『
自
然
法
論
文
』
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
は
、
個
別
性
よ
り
も
全
体
性
を
優
位
と
す
る
国
家
論
を
主
張
す
る
た
め
に
、
契
約

論
に
あ
く
ま
で
も
抗
す
る
か
た
ち
で
掲
げ
ら
れ
た
。
他
方
『
精
神
哲
学
草
稿
ll
』
で
は
、
〈
個
別
意
志
か
ら
普
遍
意
志
へ
〉
と
い
う
契

約
論
的
方
法
を
稼
極
的
に
郡
入
し
、
そ
の
上
で
な
お
局
所
的
に
別
出
さ
れ
る
困
難
ー
す
な
わ
ち
個
人
と
国
家
の
偶
然
的
な
関
係
|
|

を
克
服
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
た
。
こ
の
と
き
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
は
そ
の
原
義
を
越
え
て
、
個
人
と
国
家
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
を
媒

介
と
し
た
肯
定
関
係
を
新
た
に
主
張
す
る
た
め
の
原
理
へ
と
尖
鋭
化
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
近
代
国
家
論
と
対
決
す
る
上
で
原
義
が
こ

の
よ
う
に
解
釈
し
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
解
す
る
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代
的
意
義
は
あ
る
。

近
代
国
家
論
の
地
平
に
立
っ
た
上
で
な
お
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
意
義
を
追
究
す
る
と
い
う
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
の
姿
勢
は
し

か
し
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
歴
史
哲
学
と
結
び
つ
い
た
国
家
論
に
お
い
て
は
、
も
は
や
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
歴
史
哲
学
主
題
化
以
前
の
国
家
論
に
見
て
と
れ
る
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
と
の
こ
の
理
論
的
な
接
点
は
、
『
精
神
現
象
学
」
を
視
野
に

入
れ
た
と
き
、
厳
密
に
は
両
者
の
接
近
と
疎
隔
と
を
同
時
に
卒
ん
だ
「
交
叉
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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第
三
節

歴
史
哲
学
と
精
神
哲
学

さ
て
、
最
後
に
残
る
問
い
が
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代
的
意
義
を
模
索
す
る
姿
勢
が
、
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
歴

史
哲
学
の
主
題
化
と
と
も
に
後
退
す
る
一
方
で
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
に
お
い
て
は
積
極
的
に
貰
徹
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

歴
史
哲
学
の
成
立
史
や
、
『
精
神
現
象
学
』
の
構
成
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
論
及
を
お
こ
な
う
余
地
は
こ
こ
に
は
な
い
。

た
だ
示
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
『
精
神
現
象
学
』
と
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
、
厳
密
に
言
え
ば
前
者
の
歴
史
哲
学
と
後
者
の
精

神
哲
学
に
お
け
る
、
「
歴
史
」
な
い
し
「
世
界
史
」
の
取
り
扱
い
方
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
違
い
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
精
神

哲
学
草
稿
II
』
に
特
有
の
試
み
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
哲
学
構
想
上
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
「
精
神
現
象
学
』
は
、
精
神
の
現
象
と
し
て
の
意
識
が
絶
対
知
へ
と
至
る
経
験
の
行
程
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
こ
の
精
神
の
自
己
知
の
生
成
過
程
が
歴
史
の
発
展
過
程
と
同
一
視
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
諸
相
が
歴
史
叙
述
に
即
し
た
か
た

ち
で
展
開
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
哲
学
の
叙
述
形
式
の
も
と
で
は
必
然
的
に
、
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
と
の
あ
い
だ
に
時
間
軸
上
の
隔
た

り
が
生
じ
て
く
る
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
単
に
そ
の
点
の
み
を
理
由
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
と
の
接
点
、
ひ
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
意
義
を

問
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
姿
勢
の
後
退
を
指
摘
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
『
精
神
現
象
学
」
の
「
絶
対
知
」
捧
尾
で
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
歴

史
と
は
、
精
神
の
自
己
知
の
生
成
が
織
り
な
す
「
画
廊

(Galerie)
」
（
G
W
.
9
,
4
3
3
)

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
一
っ
―
つ
の
画
が
別

個
の
精
神
の
描
き
出
す
国
家
な
い
し
世
界
形
態
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
各
々
が
恣
意
的
な
連
関
を
な
さ
ず
、
必
然
的
な
結

節
を
も
っ
て
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
精
神
の
「
経
験
」
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
精
神
は
「
世
界
経
験

(
W
 elterfahrung)
」
（
G
W
.
9
,
1
9
7
)

の
中
で
、
先
行
す
る
精
神
の
諸
形
態
を
「
想
起

(
E
r
,
I
n
n
e
r
u
n
g
)
」（
G
W
.
9
,
4
3
3
)

す
る
こ

ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点
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と
に
よ
っ
て
保
存
し
、

の
み
な
ら
ず
そ
こ
か
ら
何
事
か
を
学
び
と
り
、
教
養
形
成
を
お
こ
な
う
。
し
た
が
っ
て
歴
史
哲
学
の
叙
述
形
式

の
も
と
で
も
、
こ
の
よ
う
に
「
想
起
」
と
い
う
作
用
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ア
精
神
は
近
代
精
神
の
内
に
根
付
い
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
歴

史
の
不
可
逆
性
に
左
右
さ
れ
ず
に
確
保
さ
れ
る
両
者
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
精
神
の
こ
の
「
想
起
」
作
用
と
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
意
義
を
問
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
視
点
と
は
、
厳
密
に
言
っ
て
同

じ
水
準
に
は
な
い
。
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
具
体
的
な
終
着
点
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
同
時
代
、
す
な
わ
ち
契
約
論
や
啓
蒙

主
義
が
隆
盛
を
極
め
る
近
代
で
あ
り
、
こ
の
近
代
精
神
は
ギ
リ
シ
ア
精
神
を
「
想
起
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
成
立
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
一
方
、
前
節
の
終
わ
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
図
は
、
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
の
両
原
理
に

つ
い
て
、
そ
こ
に
卒
ま
れ
る
問
題
性
を
刷
扶
し
な
が
ら
両
者
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
独
自
の
国
家
構
想
を
新
た
に
樹
立
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
精
神
を
「
想
起
」
す
る
と
さ
れ
る
『
精
神
現
象
学
』
の
近
代
精
神
そ
の
も
の
こ
そ

は
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を
敢
え
て
援
用
し
て
ま
で
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
批
判
対
象
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
近
代
精
神
は
ギ

リ
シ
ア
精
神
を
想
起
す
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
わ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
近
代
精
神
を
想
起
す
る
と
い
う
見
地
に
立
つ
。
し
か
し
『
精
神
現

象
学
』
で
主
題
化
さ
れ
る
歴
史
哲
学
が
、
歴
史
叙
述
の
終
着
点
を
近
代
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
見
地
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
ギ

リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代
的
意
義
へ
の
問
い
は
困
難
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

他
方
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
哲
学
は
、
精
神
が
自
然
か
ら
遠
帰
し
自
己
確
信
に
至
る
様
相
を
考
察
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
『
精
神
現

象
学
』
と
同
様
の
主
題
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
過
程
を
歴
史
叙
述
と
並
行
し
て
展
開
す
る
と
い
う
歴
史
哲
学
的
な
方
法
は
導
入
し
な

い
。
確
か
に
『
精
神
哲
学
草
稿
11
』
に
お
い
て
も
、
精
神
の
自
己
知
の
生
成
を
「
世
界
史
」
と
同
一
視
す
る
観
点
は
存
し
て
お
り
、
そ

、
、
、

れ
は
次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
°
「
[
自
ら
を
統
一
す
る
]
精
神
が
世
界
史
で
あ
る
。
世
界
史
に
お
い
て
、
精
神
と
自
然
は
単
に
即

自
的
に
の
み
ひ
と
つ
の
実
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
止
揚
さ
れ
る
。
精
神
は
自
然
の
知
と
な
る
」

(
G
W
.
8
`
2
8
7
)
。
こ
こ
で
世
界
史
は
、
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精
神
が
自
然
と
の
統
一
を
果
た
し
自
己
確
信
を
獲
得
し
て
い
く
場
と
し
て
、
『
精
神
現
象
学
』
と
同
様
の
意
味
で
規
定
さ
れ
て
は
い
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
の
世
界
史
の
規
定
は
、
精
神
の
自
己
知
の
生
成
過
程
を
時
間
の
中
で
捉
え
て
み
る
場
合
に
は
じ
め
て
生
じ
て
く
る
も
の

と
し
て
、
草
稿
掠
尾
で
右
の
よ
う
に
付
言
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る

(vgl.

GW. 8,
 2
8
6
f
.
)

。
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
は
む

し
ろ
、
精
神
の
自
己
知
を
歴
史
叙
述
に
即
し
て
で
は
な
く
、
諸
々
の
「
国
家
体
制

(
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
)
」
（

GW.8
,
2
5
3
)

に
即
し
て
考

察
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

す
で
に
見
た
通
り
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
」
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
自
身
の
国
家
論
の
内
に
「
近
代
の
高
次
の
原
理
」
を
据
え
た
。
こ
の

立
場
か
ら
、
僭
主
制
、
民
主
制
、
君
主
制
な
ど
の
国
家
体
制
に
関
す
る
体
系
的
な
考
察
が
な
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
契
約

論
に
も
と
づ
く
従
来
の
近
代
国
家
論
を
端
的
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
家
体
制
の
論
じ
方
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
支
持
す
る
の

は
、
同
時
代
の
国
家
を
考
察
対
象
と
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
方
法
よ
り
も
む
し
ろ
、
国
家
体
制
の
多
様
な
形
式
を
考
察
対
象
と
す
る
ア
リ
ス

(12) 

ト
テ
レ
ス
政
治
学
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
歴
史
的
現
在
と
い
う
現
実
的
状
況
の
制
約
を
受
け
ず
に
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を

援
用
し
て
近
代
契
約
論
の
批
判
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
独
自
の
菌
家
構
想
を
提
起
し
よ
う
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
試
み
を
可
能
に
す
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
先
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
解
釈
か
ら
得
ら
れ
た
概
念
構
造
、
す
な
わ
ち
回
家
が
第
一
の
も
の
と
し
て
在
り
、
か

つ
そ
こ
に
普
遍
意
志
へ
と
向
か
う
個
別
意
志
の
教
養
形
成
が
内
在
す
る
と
い
う
概
念
構
造
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
国
家
構
想
と
し
て
こ

の
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
の
国
家
体
制
論
の
中
で
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

精
神
の
自
己
知
の
完
成
を
世
界
史
に
委
ね
る
と
い
う
観
点
を
最
終
的
に
は
示
唆
し
つ
つ
も
、
そ
の
歴
史
的
発
展
過
程
の
内
実
に
関
し

て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
沈
黙
す
る
。
し
か
し
歴
史
叙
述
の
こ
う
し
た
留
保
に
よ
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
体
系
的
な
国
家
体
制
論
を
展
開
し
、
そ
の

中
で
自
身
の
国
家
論
の
立
場
を
確
保
す
る
。
ー
~
『
精
神
哲
学
草
稿
I
I
」
の
こ
う
し
た
構
成
こ
そ
が
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代

的
意
義
へ
の
問
い
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
以
降
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
の
中
で
直
接
的
な
か
た
ち
で
援
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
徴
証
に
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
が
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
理
念
と
し
て
潰
え
て
し
ま
っ
た
と
結
論
を
下
す
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
有
意
味
な
解
釈
と
は
い
え
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
的
原
理
と
の
両
立
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
後
期

、
、
、
、
、

の
国
家
論
で
あ
る
。
『
法
哲
学
』
(
-
八
―
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
国
家
と
は
「
現
実
に
お
い
て
そ
も
そ
も
第
一
の
も
の
」

(
S
k
.
7
,
 
§
 
2
5
6
 

、
、
、
、

A
n
m
.
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
国
家
の
普
遍
性
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
特
殊
的
自
己
意
識
」

(
S
k
.
7
,
 
§
 
2
5
8
)

が
脈
打
つ
。
国
家
の
自
足

性
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
国
家
へ
の
目
的
論
的
運
動
性
を
説
く
こ
の
思
考
に
存
す
る
の
は
明
ら
か
に
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
を
近
代

国
家
論
の
俎
上
で
解
釈
し
直
す
と
い
う
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
を
継
承
し
そ
し
て
展
開
し
た
視
座
で
あ
る
。
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
に

特
有
の
試
み
は
、
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
歴
史
哲
学
の
叙
述
形
式
の
も
と
で
は
確
か
に
後
景
に
退
い
て
し
ま
っ
た
に
せ
よ
、
根
本

的
に
断
た
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
イ
ェ
ー
ナ
期
に
理
解
し
た
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
の
近
代
的
意
義
は
、
後
期

の
国
家
構
想
の
モ
チ
ー
フ
を
な
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ェ
ー
ナ
期
以
降
本
格
的
に
「
近
代
の
高
次
の
原
理
」
へ
と
沈
潜
し
て
ゆ
く
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
が

ど
の
よ
う
に
変
貌
し
定
着
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
な
お
追
究
す
る
べ
き
課
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
と
近
代
の
国
家
原
理
の
再
構
成
、
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
前
者
か
ら
後
者
へ
の
い
わ
ば
軸
足
の

移
動
を
析
出
し
え
た
が
、
こ
の
論
究
は
右
の
課
題
を
解
き
明
か
す
さ
い
の
―
つ
の
道
標
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

結

語
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凡
例

ヘ
ー
ゲ
ル
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
も
の
の
巻
数
と
頁
数
（
「
法
哲
学
』
の
場
合
は
節
番
号
）
を
示
す
。
ま
た
そ
の
さ
い
次
の
よ
う

な
略
号
を
用
い
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
点
は
原
文
で
の
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
を
、
[
]
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
を
表
す
。

G
W
.
 
•·· 

G
e
o
r
g
 
W
i
l
h
e
l
m
 
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
H
e
g
e
l
,
 
G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 
W
e
r
k
e
,
 
I
n
 
V
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 m
i
t
 d
e
r
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
F
o
r
s
c
h
u
n
g
s
g
e
m
e
i
n
,
 

schaft, 
H
a
m
b
u
r
g
 1
9
6
8
 
ff. 

S
k
.
 ••• 

G
e
o
r
g
 W
i
l
h
e
l
m
 F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
H
e
g
e
l
,
 
W
e
r
k
e
 in 
z
w
a
n
z
i
g
 B
e
i
n
d
e
n
,
 
A
u
f
 d
e
r
 
G
r
u
n
d
l
a
g
e
 d
e
r
 W
e
r
k
e
 v
o
n
 1
8
3
2
-
1
8
4
5
 
n
e
u
 

editierte 
A
u
s
g
a
b
e
,
 
R
e
d
a
k
t
i
o
n
 
E. M
o
l
d
e
n
h
a
u
e
r
 u
n
d
 
K. M
.
 M
i
c
h
e
l
,
 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
 a. 
M
.
 
1
9
6
9
、71

註

(
1
)
加
藷
尚
武
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
形
成
と
原
理
』
、
未
来
社
、
一
九
八

0
年
、
ニ
ー
一
頁
参
照
。

(
2
)
r
キ
リ
ス
ト
教
の
実
定
性
』
（
一
七
九
五
年
）
に
は
、
宗
教
的
側
面
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
的
な
も
の
の
回
復
を
不
可
能
と
す
る
論
調
が

み
ら
れ
る

(vgl.
S
k
.
 1, 
2
0
4
)
。
ま
た
『
ド
イ
ッ
憲
法
論
』
（
一
七
九
九
ー
一
八

0
三
年
）
で
は
次
の
よ
う
に
、
近
代
国
家
原
理
は
ポ
リ
ス
の
直

接
民
主
制
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
「
も
ち
ろ
ん
今
日
の
国
家
の
大
き
さ
に
し
た
が
え
ば
、
各
々
の
自

由
民
が
普
逼
的
な
国
事
に
つ
い
て
の
評
識
と
決
定
と
に
参
加
す
ぺ
き
だ
と
い
う
理
想
の
実
現
は
徹
頭
徹
尾
不
可
能
と
な
り
、
国
家
権
力
は
統
治
と

し
て
の
執
行
の
た
め
に
も
、
ま
た
こ
れ
に
関
す
る
決
議
の
た
め
に
も
、
ー
つ
の
中
心
点
に
集
中
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
」

(
G
W
.
5
,
 172,173)
。

(
3
)

「
精
神
現
象
学
」
は
一
八

0
五
年
早
期
か
ら
一
八

0
七
年
早
期
ま
で
に
執
筆
さ
れ
、
「
精
神
哲
学
草
稿
Il
』
は
一
八

0
五
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

執
筆
、
一
八

0
六
年
夏
学
期
講
義
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
事
典
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
巻
末
の
ク
ロ
ノ
ロ
ギ
ー
を
参

照。

(
4
)
r
西
洋
古
典
叢
書
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
学
」
、
牛
田
徳
子
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

-lool
年
‘
1
0頁
(
A
2
,

1
2
5
3
a
 20,29) 

参
照
。
な
お
、
訳
語
は
少
し
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
5
)
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
国
家
論
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
『
ド
イ
ッ
憲
法
論
』
の
次
の
記
述
を
参
照
。
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
は
、

177 



方
で
は
自
称
哲
学
者
か
つ
人
権
の
教
師
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
国
家
論
〔
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
〕
が
、
ま
た
他
方
で
は
途
方
も
な
い
政
治

的
実
験
に
お
い
て
実
現
を
見
込
ん
で
い
る
よ
う
な
国
家
論
〔
フ
ィ
ヒ
テ
〕
が
あ
る
か
、
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
国
家
権
力
の
必
然
的

概
念
か
ら
除
外
し
た
も
の
の
う
ち
~
な
く
と
も
言
語
、
教
養
、
習
俗
、
宗
教
は
例
外
だ
が
ー
、
そ
の
他
の
す
べ
て
は
最
高
国
家
権
力
の
活

動
に
直
接
服
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
側
面
が
そ
の
最
末
端
の
糸
に
至
る
ま
で
最
高
国
家
権
力
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

(
G
W
.
5
,
1
7
2
)
。

(
6
)
リ
ー
デ
ル
の
次
の
指
摘
も
参
照
。
「
ヘ
ー
ゲ
ル
か
古
代
の
ポ
リ
ス
的
人
倫
の
立
場
を
、
こ
の
時
期
ほ
ど
明
確
に
定
式
化
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

(vgl. 
M
a
n
f
r
e
d
 R
i
e
d
e
l
,
 
S
t
u
d
i
e
n
 z
u
 H
e
g
e
l
s
 R
e
c
h
t
s
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
`
S
u
h
r
k
a
m
p
 
V
e
r
l
a
g
,
 
1969, 
S. 5
2
 
[
消
水
正
徳
・
山
本
道
雄

訳

r
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
|
|
そ
の
成
立
と
構
造
」
、
福
村
出
版
、
一
九
七
六
年
、
五
八
頁
]
)
。
ま
た
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
、
『
自
然
法
論
文
』
や
「
人

倫
の
体
系
』
(
-
八

0
二
／
0
三
年
）
を
中
心
と
し
た
イ
ニ
ー
ナ
時
代
前
期
の
国
家
論
に
つ
い
て
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
最
初
の
政
治
哲
学
体
系
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
政
治
学
と
の
原
理
的
な
一
致
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

(
v
g
l
•
K
,
H
.

Ilting, 
H
e
g
e
l
s
 
A
u
s
e
i
n
a
n
d
e
r
s
e
t
z
u
n
g
 m
i
t
 

d
e
r
 a
r
i
s
t
o
t
e
l
i
s
c
h
e
n
 
Politik, 
in: 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
e
s
 J
a
h
r
b
u
c
h
 7
1
`
1
9
6
3
/
6
4
,
 
S. 4
3
)
。

(
7
)

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
援
用
に
言
及
し
て
い
る
主
な
論
究
の
特
徴
を
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
ボ
ッ
ビ
オ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
三
つ
の
引
用
箇
所
を
注
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
事
実
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政

治
学
へ
の
強
固
な
傾
倒
を
看
取
す
る
に
と
ど
め
、
「
自
然
法
論
文
』
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
の
読
解
に
考
察
の
力
点
を
お
い
て
い
る

(vgl.

Ilting, 
a
.
 a
.
 
0
・
,
 S
.
 4lff. 
;
 N
o
r
b
e
r
t
o
 
B
o
b
b
i
o
,
 
H
e
g
e
l
 
u
n
d
 
d
i
e
 
N
a
t
u
r
r
e
c
h
t
s
l
e
h
r
e
`
i
n
:
 
M
a
t
e
r
i
a
l
i
e
n
 
z
u
 
H
e
g
e
l
s
 

R
e
c
h
t
s
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
,
 hrsg•von 

M
a
n
f
r
e
d
 R
i
e
d
e
l
,
 
S
u
h
r
k
a
m
p
 V
e
r
l
a
g
,
 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
 a. M
.
 1975, B
d
.
 2, S. 8
6
)
。
キ
ン
マ
ー
レ

は
、
イ
ェ
ー
ナ
時
代
前
期
と
後
期
と
の
間
に
あ
る
哲
学
構
想
の
転
換
を
踏
ま
え
て
、
前
期
の
国
家
論
の
古
典
政
治
学
的
偏
向
を
特
徴
づ
け
る
も
の

と
し
て
『
自
然
法
論
文
』
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
自
己
意
識
を
重
視
す
る
後
期
の
国
家
論
の
傾
向
と
対
比
さ
せ
て
い

る
が
、
後
期
に
属
す
る
『
精
神
哲
学
草
稿
I
I
』
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
に
は
特
に
注
目
し
て
い
な
い

(
v
g
l
•
H
e
i
n
z

K
i
m
m
e
r
l
e
,
 
D
a
s
 

P
r
o
b
l
e
m
 d
e
r
 A
b
g
e
s
c
h
l
o
s
s
e
n
h
e
i
t
 d
e
s
 D
e
n
k
e
n
s
`
i
n
:
 H
e
g
e
l
,
S
t
u
d
i
e
n
,
 
B
e
i
h
e
f
t
 8, 
h
r
s
g
.
 
v
o
n
 F
r
i
e
d
h
e
l
m
 N
i
c
o
l
i
n
 u
n
d
 O
t
t
o
 

P
6
g
g
e
l
e
r
,
 H
.
 B
o
u
v
i
e
r
 
u. C
o
.
 V
e
r
l
a
g
,
 B
o
n
n
 1970, 2
;
e
r
w
.
 A
u
l
l
:
1
9
8
2
,
 
S. 2
2
7
)
0

フ
ェ
ー
ラ
リ
ン
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ

に
内
包
さ
れ
る
思
想
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
自
然
法
論
文
」
お
よ
び
『
人
倫
の
体
系
』
か
ら
終
生
称
賛
し
続
け
た
と
述
べ
、
個
々
の
引
用
箇
所
へ
の
こ

だ
わ
り
は
特
に
見
せ
て
い
な
い

(vgl.
A
l
f
r
e
d
o
 
F
e
r
r
a
r
i
n
,
 H
e
g
e
l
 
a
n
d
 Aristotle, C
a
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 2
0
0
1
,
 S. 3
5
8
)
。

た
だ
リ
ー
デ
ル
は
、
『
自
然
法
論
文
』
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
』
の
両
方
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
テ
ー
ゼ
に
関
し
て
、
比
較
を
主
題
化
し
て
こ
そ
い
な
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ギ
リ
シ
ア
的
共
同
原
理
と
近
代
国
家
の
接
点

い
が
各
々
の
含
意
に
は
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
精
緻
な
洞
察
は
本
稿
の
論
旨
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
(vgl.
Riedel, a. a. 0
.
,
 S. 

49ff. 
[
j

則
掲
書
五
五
頁
以
下
参
照
]
)
。

(8)

『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
―
二
形
而
上
学
」
出
隆
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
三
九
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
ピ
ュ

シ
ス
」
概
念
が
内
包
す
る
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
は
、

R
.
G
.
 C
o
l
l
i
n
g
w
o
o
d
,
 T
h
e
 I
d
e
a
 o
f
 N
a
t
u
r
e
,
 O
x
f
o
r
d
 a
t
 t
h
e
 
C
l
a
r
e
n
d
o
n
 Press, 

L
o
n
d
o
n
,
 1945, p_ 80ff. 
(
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
『
自
然
の
観
念
』
、
平
林
康
之
・
大
沼
忠
弘
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
1

]

]

-

＿
頁
以
下
）

に
明
瞭
な
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
9
)
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
ポ
リ
ス
は
本
性
上
い
か
な
る
個
別
者
よ
り
も
先
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
と
き
に
は
、
特

に
次
の
誤
解
が
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
た
か
も
ポ
リ
ス
的
共
同
体
が
人
間
的
諸
個
人
に
先
立
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う

よ
う
な
意
味
で
、
ポ
リ
ス
を
「
先
な
る

(
f
r
u
h
e
r
)
」
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る

(vgl.
Ilting, a. a. 0
.
,
 S. 4
5
)
。

(10)

こ
の
蜆
点
は
、
シ
ュ
テ
ッ
ト
ラ
ー
の
次
の
指
摘
か
ら
示
唆
を
受
け
た
。
「
近
代
的
理
解
に
お
け
る
意
志
概
念
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
も
古
代
哲

学
一
般
に
も
な
か
っ
た
l
(
v
g
l
.
M
i
c
h
a
e
l
 
Stadtler, D
i
e
 F
r
e
i
h
e
i
t
 
d
e
r
 R
e
f
l
e
x
i
o
n
:
N
u
m
 Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
 d
e
r
 
p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
n
 
m
i
t
 

d
e
r
 
t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
n
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
bei 
H
e
g
e
l
,
 
T
h
o
m
a
s
 
v
o
n
 
A
q
u
i
n
 
u
n
d
 
Aristoteles, 
"
H
e
g
e
l
,
F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
"
,
 
hrsg•Von 

A
n
d
r
e
a
s
 A
r
n
t
,
 
K
a
r
o
l
 B
a
l
 
u
n
d
 H
e
n
n
i
n
g
 O
t
t
m
a
n
n
,
 
A
k
a
d
e
m
i
e
 V
e
r
l
a
g
 G
m
b
H
,
 B
e
r
l
i
n
 
2003, S. 2
2
1
)
。
ま
た
、
イ
ェ
ー
ダ

ン
の
次
の
指
摘
も
参
照
。
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
思
惟
活
動
を
産
む
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
自
発
的
で
活
動
的
な
主
体
の
構
想
を

何
ら
提
供
し
な
い
」

(vgl.
C
h
r
i
s
t
o
p
h
 
J
e
d
a
n
,
 Willensfreiheit 
bei 
A
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s
 
?
,
 
V
a
n
d
e
n
h
o
e
c
k
 
u
n
d
 R
u
p
r
e
c
h
t
,
 G
o
t
t
i
n
g
e
n
 

2000, s. 1
0
5
)
0
 

(11)
こ
の
観
点
は
次
の
欄
外
註
か
ら
も
衷
付
け
ら
れ
よ
う
。
「
生
成
す
べ
き
も
の
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
普
遍
性
の
た
め
に
諸
個
人
は
合
一
す
る
I

目
的
」

(
G
W
.
8, 
2
5
7
R
.
 2)
。
ち
な
み
に
、
『
精
神
哲
学
草
稿
II
」
に
お
い
て
、
主
体
の
目
的
論
的
本
質
が
概
念
と
し
て
明
確
に
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る

(vgl.
F
e
r
r
a
r
i
n
,
 a. 
a. 0
:
p
,
4
0
9
)
。

(12)

『
哲
学
史
講
義
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
国
家
の
論
じ
方
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
「
あ
る
―
つ
の
国
家
を
描
く
」

(
S
k
.
1
9
`
2
2
8
)

が
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
「
そ
れ
に
掛
か
り
合
わ
ず
、
た
だ
国
家
体
制
の
観
点
か
ら
最
も
優
れ
た
者
た
ち
が
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
規
定
す
る

の
み
」

(
e
b
d
.
)

で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
特
に
後
者
の
国
家
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
「
彼
の
政
治
学
は
今
日
で
も
な
お

有
益
な
国
家
の
内
面
的
諸
契
機
に
関
す
る
知
見
や
、
多
様
な
諸
制
度
の
描
写
を
含
ん
で
い
る
」

(Sk.
19, 2
2
7
)
。
逆
に
プ
ラ
ト
ン
の
国
家
論
に
つ

い
て
特
に
二
精
神
哲
学
草
稿
II
』
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
近
代
国
家
論
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
そ
こ
に
限
界
を
見
て
い
る
。
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（
あ
べ

ふ
く
こ
・
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
学
生
）

「
プ
ラ
ト
ン
は
理
想
を
う
ち
立
て
た
の
で
は
な
く
、
彼
の
時
代
の
国
家
を
そ
の
内
而
に
お
い
て
捉
え
た
。
し
か
し
こ
の
国
家
は
過
ぎ
去
っ
た
も
の

で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
共
和
制
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
」

(GW.8
,
 2
6
3
R
.
)
"
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